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モチベーションビデオによる集団効力感の増強 : 
キャッチバレーボールの実践を通して
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要　旨
　本研究の目的は、児童を対象にキャッチバレーボール教材において、モチベーションビデオ（以下、MV）視聴による実践に取
り組むことで集団効力感の向上を図ることであった。対象は、兵庫県尼崎市 A 小学校の 5 年生児童 38 名（男子 18 名、女子 20 名）






























　MV を視聴する対象は、兵庫県尼崎市 A 小学校の 5 年生児
童 38 名（男子 18 名、女子 20 名）であり、本研究は、平成 27
年 11 月―12 月に 8 時限構成で実施された。


















































 ・ゲーム（前半 4 分・後半 4 分） 
 ・作戦、練習 
 ・ゲーム（前半 4 分・後半 4 分） 





























































　MV の作成は、永尾 11）のチーム - モデリング理論に基づき
学級担任が行った。作成上の留意点は、
　①チームのテーマを設定する。






























⑥カバ  ー ボールを保持している味方プレーヤーやボールに向かって移動している味方プレーヤーに対するディフェンス面での支援。 
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